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作業風景

ハウス内風景

吉澤　良太さん

市
内
で
イ
チ
ゴ
農
家
と
し
て
奮
闘
中
の
吉
澤
良
太
さ
ん
【
武
西
地
区
】
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

就
農
の
き
っ
か
け
は

　

就
農
の
き
っ
か
け
は

　

元
々
会
社
員
で
し
た
が
、
40
歳
を
前
に
何

か
一
か
ら
挑
戦
で
き
る
こ
と
を
、
と
考
え
た

時
に
東
日
本
大
震
災
で
感
じ
た
、
救
助
・
医

療
・
食
と
い
っ
た
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で

欠
か
せ
な
い
職
業
に
就
き
た
い
と
思
い
、
食

を
支
え
る
農
家
に
な
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
和
田
農
園
さ
ん

（
平
賀
）
と
縁
が
あ
り
、イ
チ
ゴ
栽
培
の
修
行

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
の
紹
介
で
武
西
地
区
の
農
業
委

員
さ
ん
と
知
り
合
い
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
今
春
で
3
度
目
の
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
の
状
況
、
課
題

　

現
在
の
状
況
、
課
題

　

圃
場
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
に
隣
接
し
て

い
る
の
で
、
流
通
・
消
費
の
面
で
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て

く
れ
る
人
材
確
保
の
点
で
は
大
手
ス
ー
パ
ー

等
の
商
業
施
設
と
競
合
す
る
た
め
苦
戦
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
農
時
に
住
ま
い
探
し
に
困
っ
た

体
験
か
ら
、
新
規
就
農
を
促
す
に
は
耕
作
地

の
斡
旋
だ
け
で
は
な
く
、
住
居
や
作
業
場
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
直
売
所
が
一
体
と

な
っ
た
拠
点
を
整
備
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
情

報
交
換
や
作
業
協
力
と
い
っ
た
就
農
者
同
士

の
交
流
も
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
、
目
標
な
ど

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
、
目
標
な
ど

　
「
と
ち
お
と
め
」を
中
心
に
作
付
け
し
て
い

ま
す
が
、
新
し
く
「
か
お
り
野
」
と
い
う
品

種
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
早
く
か
ら
実
を

つ
け
る
の
で
需
要
の
高
い
年
内
の
収
穫
が
見

込
め
ま
す
。

　

現
在
、
と
ち
お
と
め
は
購
入
苗
を
使
用
し

て
お
り
、
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
自
分
で
調

整
で
き
な
い
た
め
、
将
来
は
育
苗
か
ら
手
掛

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

収
量
が
多
く
、
暑
さ
に
も
強
く
て
食
味
の

よ
い
新
品
種
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

楽
し
み
が
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。
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（
農
地
を
貸
し
た
い
方
・
借
り
た
い
方
へ
）

（
農
地
を
貸
し
た
い
方
・
借
り
た
い
方
へ
）

　　
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

（問合せ先）
■印西市農政課振興係（電話 0476-33-4488）
■公益社団法人千葉県園芸協会農地部（電話043-223-3011）

よし、

規模拡大しよう！
農地中間管理機構

（（公社）千葉県園芸協会）

①農地の貸付登録をします

（この時点では借受でない）

②市で担い手を探します

③担い手が見つかりましたら、農

地中間管理機構を通して貸し

借りを行います

※担い手が見つかるまでは自己

管理をお願いいたします

【農地中間管理事業の仕組み】

農地を貸した

いなぁ・・・

　

農
地
を
貸
し
た
い
方
や
農
地

を
借
り
た
い
方
は
、市
の
農
政
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
方
と
地
域

の
担
い
手
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
ま

た
、貸
し
た
い
相
手
が
決
ま
っ
て

い
る
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る

貸
借
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、下
記
の
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
が
著
し
く
困
難
で
は
な

い
農
地
等（
再
生
困
難
な
遊
休

農
地
で
な
い
等
）で
あ
る
こ
と

が
要
件
で
す
。

※�

借
り
る
相
手
が
見
つ
か
る
ま

で
は
、
自
己
管
理
と
な
り
ま

す
。

イノシシによる農作物被害防止のお願いイノシシによる農作物被害防止のお願い
　

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
市
全
体
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な
い

環
境
づ
く
り
は
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
心
が
け
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
に
、
以
下

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す◆	

作
物
残
渣
（
規
格
外
・
廃
棄

	

作
物
等
）
の
適
切
な
処
理

　

�

収
穫
後
の
田
畑
に
残
っ
た
作

物
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
格
好
の

エ
サ
に
な
り
ま
す
。

　

�

田
畑
の
見
回
り
を
行
い
、
残

渣
は
速
や
か
に
す
き
込
む

か
、
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
放
置
果
樹
の
管
理

　

�

果
樹
園
や
家
庭
果
樹
で
落
ち

た
果
実
を
放
置
す
る
と
、
イ

ノ
シ
シ
を
誘
引
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
。

　

�

定
期
的
に
収
穫
・
清
掃
を
行

い
、
不
要
な
果
樹
は
伐
採
も

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
電
気
柵
等
の
点
検
・
補
修

　
�

電
気
柵
の
破
損
や
隙
間
が
あ

る
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を

許
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

�

定
期
的
な
点
検
と
補
修
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆	

イ
ノ
シ
シ
が
近
寄
り
に
く
い

	

環
境
整
備

　

�

イ
ノ
シ
シ
は
、
そ
の
性
質
か

ら
明
る
く
開
け
た
場
所
を
好

ま
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

�

耕
作
地
に
隣
接
し
た
耕
作
放

棄
地
や
林
辺
部
は
、
作
物
を

荒
ら
し
に
来
た
イ
ノ
シ
シ
の

隠
れ
る
場
所
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
刈
り
払
い
な
ど
を

行
い
、
耕
作
地
周
辺
に
開
け

た
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が

被
害
防
止
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

�

個
人
で
難
し
い
場
合
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
仰
い

で
刈
り
払
い
等
を
進
め
る
よ

う
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
事
業
の
活
用

　

�

電
気
柵
の
設
置
や
生
息
環
境

の
整
備(

刈
り
払
い)

は
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ】
印西市環境保全課
鳥獣被害対策係
（TEL:0476-33-4439）
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印西市賃借料情報
令和６年度に締結された賃貸借における賃貸借料水準 (10a 当たり )は、以下のとおりとなっております。

※�金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。

※�水田の賃借料を物納としている場合は、米60kg当たり23,500円に換算してい

ます。

※�数値は参考として情報提供するものであり、実際の賃料は、各地区の農地の条

件等により異なりますので、貸し手と借り手の両者でよく協議してください。

地区 平均額 最高額 最低額 件数
印 西 ¥24,300 ¥35,300 ¥10,000 28
印 旛 ¥30,600 ¥35,300 ¥23,500 32
本 埜 ¥25,200 ¥35,300 ¥23,500 25

地区 平均額 最高額 最低額 件数
印 西 ¥17,500 ¥24,300 ¥3,000 11
印 旛 ¥25,000 ¥32,900 ¥6,900  4
本 埜 事例なし

１ 水田 ２ 畑

作業種目 契約の別 標準賃金(円) 備　　　考

水田作業 １日 10,400 実労働時間８時間

畑作業 １日 10,000 実労働時間８時間

果樹収穫作業 １日 9,200 実労働時間８時間

耕　起
トラクター 10アール 7,200 

耕運機 10アール 7,570 

代かき
トラクター 10アール 7,600 ドライブハロー使用

耕運機 10アール 7,770 

畔塗り トラクター 1メートル 42 

植付け
田植え機 10アール 9,200 稚苗植の額（苗費は含まない）

歩行用田植え機 10アール 6,520 

刈取脱穀 コンバイン 10アール 20,600 

刈　取 バインダー 10アール 9,480 

脱　穀 ハーベスター 10アール 6,940 

乾燥調整 60ｋｇ 3,400 籾摺料金分は 667 円

育　苗 １箱 900 稚苗（硬化苗）の額

※�この標準料金は、農作業が円滑に行えるよう目安として設定されています。
※お互いが話し合って納得の上行ってください。
※�標準賃金の根拠は、千葉県農業会議「令和７年度地域別標準農作業料金」による。

　　　 令和７年度　農 作 業 標 準 料 金 表
（千葉県農業会議設定）

印西市マスコットキャラクター
「いんザイ君」
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農
業
委
員
会
へ
の

農
業
委
員
会
へ
の

　
　
　
　

　
　
　
　    

申
請
締
め
切
り

申
請
締
め
切
り

 

全
国
農
業
新
聞
を

　
　 

購
読
し
ま
し
ょ
う
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌
で
す
。

⃝

毎
週
金
曜
日
に
発
行
（
週
刊
）

⃝

購
読
料　
月
額
７
０
０
円
（
送
料
・
税
込
）

⃝

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

　
（
電
話 

０
４
７
６

－

３
３

－

４
７
０
７
）

農業者年金に加入しませんか農業者年金に加入しませんか

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を農業者年金に加入して安心で豊かな老後を農業者年金に加入して安心で豊かな老後を

◀農業者年金の主な特徴▶

◀農業者年金の内容やご相談については▶

⃝農業に従事されている方は誰でも加入できます。
　60歳未満の国民年金第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事していること。
⃝保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
⃝月額２万円から６万７千円の間で千円単位で設定できます。
⃝税制面で大きな優遇措置があります。
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となります。
⃝積立方式（確定拠出型）の年金です。
⃝終身年金で、死亡一時金（80歳前に亡くなられた場合）があります。

■印西市農業委員会事務局（電話０４７６－３３－４７０７）
■ＪＡ西印旛農業協同組合 （電話０４７６－４８－２２１０）または
■（独）農業者年金基金　 （電話０３－５９１９－０３７１）にお問い合わせください。

  

女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
！

女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
！

　
　
　
　  

農
業
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

農
業
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

農
業
就
業
人
口
の
約
半
数
は
女
性
農
業
者
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
ア

イ
デ
ア
で
農
業
の
魅
力
を
引
き
出
し
、地
域
農
業

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
農
業
を

盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
農
業
者
の

方
、
農
業
委
員
へ
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

▼
毎
月
25
日

  （
閉
庁
日
の
場
合
は
、
前
日
の
開
庁
日
）

▼
事
前
審
査
会　
毎
月
上
旬

▼
総
会　
毎
月
中
旬

集

記

編

後

　
令
和
の
米
騒
動
で
米
の
小
売
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
国
は
政
府
備
蓄
米
を

随
意
契
約
に
よ
っ
て
放
出
し
、
混
乱
の

終
息
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
に
と
っ
て
安
い
米
を
求
め

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

背
景
に
は
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
農
業
機
械
・
資
材
の
価
格
上
昇

等
、
様
々
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
危
機
的
状
況
に
直
面
し
、
生
産

者
と
消
費
者
が
一
丸
と
な
っ
て
課
題

に
取
り
組
み
、
日
本
の
農
業
に
明
る
い

未
来
が
切
り
拓
か
れ
る
こ
と
を
切
に

望
み
ま
す
。

〈
伊
藤
　
英
　
委
員
〉

編
集
委
員
長
　
米
井
　
絹
惠

編
集
委
員
　
　
五
十
嵐
義
弘

編
集
委
員
　
　
伊
藤
　
　
英

編
集
委
員
　
　
渡
邊
　
勝
久

編
集
委
員
　
　
押
田
　
正
光

編
集
委
員
　
　
中
村
　
夏
子


